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征
韓
論
に
破
れ
て
は

な
ん
ぞ
止
ま
る
廟
堂
に

帰
り
な
んい
ざ
故
里
に

煙
り
懐
か
し
桜
島

も
は
や
我
と
て
御
し
難
し

此
の
西
郷
の
体
を
ば

お
預
け
申
す
お
は
ん
等
に

是
も
天
命
担
が
れ
る

熊
本
鎮
台
落
と
し
得
ず

田
原
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で
も
敗
れ
さ
り

辿
り
着
き
た
る
城
山
の

月
も
今
夜
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見
納
め
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総
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撃
の
官
軍
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ど
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ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
は
無
限
の
引
出
し
が

あ
る
。

吾
輩
の
デ
ィ
ス
ク
は
ま
だ
余
裕
が
あ
る
。

先
を
競
っ
て
出
番
を
待
っ
て
い
る
未
発
表

が
数
年
先
ま
で
あ
る
。

し
か
も
中
長
編
が
多
く
出
番
は
す
ぐ
に
は

や
っ
て
来
な
い
。

人
間
の
条
件
（
四
編
）・
囲
碁
と
右
脳
左

脳
（
三
編
）・ｉ
モ
ー
ド
事
件
（
松
永
真
理

著
）
の
榎
と
私
（
五
編
）・
三
島
由
紀
夫

の
本
質
（
長
編
）・
太
陽
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

も
ら
い
風
呂
・
悔
悟
と
言
う
ほ
ど
の
も
の

で
な
し
（
長
編
）・
出
会
い
「
小
田
切
秀

雄
教
室
」
等
々
。

待
ち
草
臥
れ
た
彼
ら
は
反
逆
を
起
こ
し
自

分
で
引
出
し
に
鍵
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

然
ら
ば
投
稿
は
次
号
の
「
バ
ラ
の
詩
」
で

終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
す
る
。
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　投
稿
い
た
だ
き
ま
す
作
品
は
、
短
歌
・
俳

句
そ
れ
ぞ
れ
一
句
と
し
ま
す
。
必
要
な
場
合

は
、
ル
ビ
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
確
認
の
た
め
お
電
話
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。
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ご
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お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
宮原小学校　田んぼの草取り（コナギ抜き）宮原小学校　田んぼの草取り（コナギ抜き）

▲骨組みから ▲人間っぽくなったかな？ ▲完成！！

▲やっと付きました！

▲見えるかな？ ▲たくさんあるぞ！！ ▲稲を踏まないように…

　7月17日、宮原小学校「田んぼの草取り（コナギ抜き）」を行いました。今回は稲に寄りそうようにして生えるコナ
ギとりです。稲と明らかに違う葉っぱなので子どもたちは、じゃんじゃん抜いていました。歩き方もすり足で歩いてい
ましたが、濁ってしまい、稲を踏んで倒してしまうこともしばしばあったようです。
　今年はイナゴの成長が昨年よりも遅くまだ小さかったため、残念ながらイナゴ捕りはできませんでした。

東陽小学校　田んぼの学校『案山子（かかし）作り』東陽小学校　田んぼの学校『案山子（かかし）作り』

宿泊通学リーダー研修会宿泊通学リーダー研修会

　7月16日、東陽小学校の田んぼの学校「案山子作り」を行いました。
　竹、わら、麻ひも、自分たちが着なくなったシャツやズボンなどを準備し説明を受けると、3班に分かれ案山子作り
の開始です。竹を十字に固定し、人間を形作るためのわらを竹にくくりつけていきます。痩せた案山子もあれば、人
間のように肉付きのいい案山子もありました。服もさまざまな種類のものがありました。農作業をしているような服
装、遊びに行けるような服装など、子どもたちの想像力の広がりを垣間見た案山子作りとなりました。服に絵を描き、
3体の案山子が出来上がりました。さまざまな動物たちから、もち米を守るために雨の日も風の日も守ってくれること
と思います。
　今はタイマーで音が出るスズメ脅しや電気柵など、鳥獣害被害を軽減するためにさまざまな手段があります。立神
峡公園では昔ながらの方法として、海苔網を張ったり、案山子を立てたりしています。餌があれば鳥獣は必ず寄って
くるものです。生計を立てるための農業であれば可能な限り防がねばなりません。しかし、昔ながらの農業体験を行
う立神峡公園では、鳥獣被害は少なからず出てきます。逆に捉えれば、自然界の動物も安心して食べることができる
もち米という事です。これからも可能な限りさまざまな人に、このような体験を提供できればと思います。

　毎年行われている宿泊通学に向けて、一泊二日のリーダー研修会を行いまし
た。火起こし、まき割り、子どもたちへの接し方や指導方法、危険予知など、さまざ
まなプログラムを学びました。
　初めての経験のリーダーも多く、火起こしに成功すると子どものようにはしゃい
でいました。あいにくの雨の中の研修になり、火起こしや、ご飯炊きは非常に難し
く、内容の濃い研修となりました。全員がチームとして行動し、けがや事故が無い
ように宿泊通学を進めていきたいと思います。

　最後にイナゴも小さいときにカエルやク
モに食べられるように、田んぼの中にも小
さな生態系が出来ていることを伝えると、
感心しているようでした。
　どんな場所でも生き物は存在し、生活し
ていることを改めて勉強になったと思いま
す。その中で人間は生きており、同時に生
かされているということを少しでも学んで
もらえたらと思います。


